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第 3 章において、著者は定期的な運動習慣のある男子学生 20 名を対象に、体幹捻転筋群のトルク・
トルクパワー発揮能力を SSC運動の有無や付加質量の相違から検討している。バーの動きが水平面上の
回転運動に制限された特製のトレーニングマシンを用いて、時計回りに反動をつけ、反時計回りにバー
を回転させる条件 (SSC条件) 、および反動をつけずにバーを反時計回りに回転させる条件 (CON条件) 
の 2条件下、バーの回転方向に対する付加質量を 3種類 (0 kg、10 kg、20 kg) 設けバーツイストを実施
し、トルク発揮特性を比較している。その結果、左右肋骨下端中点に設けた体幹仮想関節における捻転
トルク・トルクパワーの最大値は、SSC 条件が CON 条件より有意に大きいことを明らかにしている。




























専門とする男子学生 21名を対象に、長さ 2.00 m、質量 10.00 kg、慣性モーメント 3.33 kgm2を示す NB
を基準に、長さのみを増大させたバー (LB) を 2種類、質量のみを増大させたバー (HB) を 2種類用い
てバーツイストを実施している。その結果、体幹捻転トルクの角力積は、HB が LB より有意に大きい
ことを示している。また、バーの水平・鉛直方向の運動量や地面反力の力積もほとんどの軸成分におい




(Rate of torque development) をみると LBが HBより有意に高い値を示している。バーの回転方向の切り
替え前後において体幹捻転角速度は負の値を示していたことから、体幹捻転筋群は伸張されていると推

















平成 31年 1月 16日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（コーチング学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
